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穂
高
文
化
祭
が
、
10
月
26
日
か
ら
11

月
11
日
ま
で
、2
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

穂
高
会
館
会
場

　

11
月
2
日
か
ら
4
日
ま
で
「
総
合
美

術
展
」「
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」「
芸
能
ま

つ
り
」「
高
齢
者
作
品
展
」
が
開
催
さ

れ
た
。総
合
美
術
展
は
ア
リ
ー
ナ
に
て
、

生
け
花
・
書
道
・
穂
高
地
域
内
の
小
・

中
高
校
生
に
よ
る
作
品
・
種
を
ま
い
た

先
人
達
の
文
化
を
学
ぶ
会
他
、
計
33
団

体
及
び
個
人
に
よ
り
展
示
が
行
わ
れ
た
。

　

大
き
く
描
か
れ
た
牛
の
絵
の
前
で
記

念
撮
影
を
し
て
い
た
中
村
毅た

け
よ
し良
さ
ん
は

「
娘
の
絵
が
展
示
さ
れ
て
い
る
と
、
学

校
の
先
生
に
言
わ
れ
て
見
に
来
ま
し

た
。
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
、
絵
の

作
者
の
穂
高
西
小
１
年
の
中
村
茉ま

し
ろ白
さ

ん
は
、
は
に
か
ん
だ
笑
顔
を
見
せ
て
く

れ
た
。
呈
茶
席
は
2
日
が
裏
千
家
安
曇

野
会
、3
日
が
煎
茶
道
方
円
流
穂
高
会
、

4
日
は
茶
道
裏
千

家
静
和
会
西
川
教

室
が
そ
れ
ぞ
れ
担

当
し
、
来
場
者
を

も
て
な
し
た
。
ま

た
、
き
も
の
愛
好

会
は
3
日
、
4
日

と
着
付
け
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

　

講
堂
で
は
、
2

日
に
カ
ラ
オ
ケ
発

表
会
、
3
日
に
芸

　

豊
科
地
域
文
化
祭
が
、
11
月
１
日
か

ら
18
日
ま
で
、3
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

  

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　「
き
ぼ
う
」
会
場

　

11
月
１
日
か
ら
4
日
ま
で
開
催
さ
れ

た
「
菊
花
展
」
は
、
昨
年
よ
り
展
示
時

期
を
遅
ら
せ
た
た
め
花
が
見
ご
ろ
で
あ

っ
た
。
3
日
と
4
日
は
「
華
道
展
」「
茶

会
」
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

豊
科
公
民
館
会
場

　

11
月
3
日
の
「
芸
能
発
表
会
」
は
、

24
団
体
３
８
８
人
が
発
表
を
行
い
、
延

べ
１
２
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

特
に
小
・
中
学
校
の
吹
奏
楽
や
合
唱
の

発
表
時
に
は
、
客
席
に
家
族
連
れ
の
姿

が
目
立
ち
、
会
場
が
盛
り
上
が
っ
た
。

同
時
に
ホ
ワ
イ
エ
で
は
盆
栽
展
が
行
わ

れ
た
。
茶
会
も
開
か
れ
多
く
の
来
場
者

に
抹
茶
が
振
舞
わ
れ
た
。

　

11
月
9
日
か
ら
11
日
ま
で
「
美
術
・

能
ま
つ
り
第
一
部
、
4
日
に
芸
能
ま
つ

り
第
二
部
が
催
さ
れ
た
。
カ
ラ
オ
ケ
発

表
会
で
は
49
組
51
人
の
出
演
者
が
装
い

も
麗
し
く
歌
声
を
響
か
せ
、
観
客
も
聞

き
入
っ
た
。
出
演
者
の
1
人
は
「
毎
年

文
化
祭
に
出
る
度
に
１
曲
ず
つ
覚
え
て

い
る
」
と
話
し
て
い
た
。
芸
能
ま
つ
り

第
一
部
で
は
、
詩
吟
・
歌
謡
吟
詠
・
ダ

ン
ス
等
36
団
体
が
出
演
し
た
。
芸
能
ま

つ
り
第
二
部
で
は
、
コ
ー
ラ
ス
・
和
太

鼓
・
吹
奏
楽
な
ど
13
団
体
に
よ
り
演

奏
が
行
わ
れ

た
。

　

高
齢
者
作

品
展
会
場
に

は
、
写
真
・

絵
画
・
ク
ラ

フ
ト
作
品
な

ど
が
所
狭
し

と
並
べ
ら
れ

た
。
コ
ツ
コ

ツ
と
手
間
を

か
け
て
作
ら

れ
た
も
の
が

多
く
、
来
場

者
の
目
を
引

い
た
。

穂
高
神
社
会
場

　

境
内
で
は
10
月
26
日
か
ら
10
月
28
日

ま
で
「
盆
栽
・
山
野
草
展
」、
10
月
27

日
か
ら
11
月
11
日
ま
で
「
あ
づ
み
野
菊

花
展
」が
行
わ
れ
た
。特
に
、11
月
3
日
、

4
日
は
「
信
州
安
曇
野 

新
そ
ば
と
食

の
感
謝
祭
・
農
林
業
ま
つ
り
」
と
重
な

っ
た
た
め
、
盛
況
で
あ
っ
た
。（
春
海
）

書
道
・
一
般
作
品
展
示
」
が
行
わ
れ
た
。

昨
年
よ
り
日
数
は
短
縮
さ
れ
た
が
、
多

く
の
作
品
が
出
品
さ
れ
見
ご
た
え
が
あ

っ
た
。短

歌
大
会
・
俳
句
大
会

　

11
月
17
日
に
「
短

歌
大
会
」
が
、
翌
18

日
に
「
俳
句
大
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
俳

句
大
会
は
、
ジ
ュ

ニ
ア
の
部
も
あ
り

１
０
１
７
人
の
小
・

中
学
生
、
高
校
生
か

ら
句
が
寄
せ
ら
れ

た
。後
継
者
の
育
成
も
図
ら
れ
て
い
る
。

豊
科
郷
土
博
物
館
会
場

　

豊
科
公
民
館
会
場
と
同
じ
く
11
月
9

日
か
ら
11
日
ま
で
、
絵
画
・
書
道
・
彫

塑
等
が
展
示
さ
れ
た
。
昨
年
同
様
、小
・

中
学
生
の
書
道
作
品
も
多
く
、
将
来
が

楽
し
み
で
あ
る
。　
　
　
　
　
（
宏
雲
）

豊　

科

穂　

高
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明
科
地
域
文
化
祭
が
、
11
月
2
日
か

ら
4
日
ま
で
、
明
科
公
民
館
で
開
催
さ

れ
た
。
錦
秋
の
山
並
み
と
玄
関
前
に
飾

ら
れ
た
菊
が
、
文
化
祭
の
風
情
を
醸
し

出
し
て
い
た
。

　

１
階
ホ
ー
ル
で
は
、
色
鮮
や
か
な
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
と
水
墨
画
・
書
の

掛
け
軸
や
仏
像
彫
刻
な
ど
繊
細
な
技
の

深
さ
が
、
対
比
を
な
す
よ
う
に
目
を
引

い
た
。
１
階
・
2
階
の
各
ブ
ー
ス
で
は
、

絵
画
・
木
彫
・
編
み
物
・
着
物
・
押

花
絵
、
地
域
の

サ
ー
ク
ル
の
活

動
報
告
な
ど
が

数
多
く
展
示
さ

れ
、
ま
じ
ま
じ

眺
め
入
る
姿
も

あ
っ
た
。

　

11
月
3
日

は
、
明
科
い
い

ま
ち
つ
く
ろ
う

か
い
！！
の
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
表

彰
式
を
皮
切
り

に
「
お
楽
し
み
サ
ロ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、

え
べ
や
ほ
っ
こ
り
る
ー
む
で
は
、
バ
ザ

ー
や
茶
会
、
新
商
品
の
販
売
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。
講
堂
で
は
、

明
科
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
の
後
、
特

別
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

古
幡
諒
さ
ん
を
迎
え
て
、
プ
ロ
コ
フ
ィ

エ
フ
の
「
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
」
や
リ
ス
ト

の
「
巡
礼
の
年
」
な
ど
の
ピ
ア
ノ
曲
が

響
き
渡
っ
た
。

　

三
郷
祭
が
、
10
月
13
日
か
ら
11
月
３

日
ま
で
、
2
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

10
月
13
日
・
14
日
は
、
三
郷
公
民
館

と
三
郷
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
り
の

き
」
で
「
文
化
産
業
展
」
が
開
催
さ
れ

た
。「
ゆ
り
の

き
」
の
ロ
ビ
ー

で
開
催
さ
れ
た

写
真
展
は
、
多

く
の
作
品
が
心

を
和
ま
せ
た
。

ロ
ビ
ー
は
、
こ

の
後「
菊
花
展
」

の
展
示
会
場
と

な
り
、
愛
ら
し
い
菊
が
目
を
楽
し
ま
せ

た
。
公
民
館
の
講
堂
に
は
ク
ラ
ブ
や
団

体
・
個
人
の
作
品
と
と
も
に
、
三
郷
小
・

中
学
校
や
友
好
都
市
の
作
品
も
展
示
さ

れ
た
。
各
種
の
美
術
・
工
芸
・
書
・
生

け
花
等
多
く
の
芸
術
作
品
や
三
郷
郷
土

研
究
会
研
究
成
果
な
ど
力
作
が
そ
ろ
っ

た
。
盆
栽
と
三
郷
昆
虫
ク
ラ
ブ
は
一
室

ず
つ
使
用
し
、
作
品
や
蝶
の
標
本
、
写

真
パ
ネ
ル
を
並
べ
展
示
し
た
。

　

10
月
20
日
に
三
郷
中
学
校
講
堂
で

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ

れ
、
三
郷
小
・
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
・

合
唱
部
を
は
じ
め
、
コ
ー
ラ
ス
、
マ
リ

ン
バ
、
コ
カ
リ
ナ
、
管
楽
器
等
12
の
団

体
が
熱
演
を
披
露
し
た
。
最
後
に
、「
信

濃
の
国
」
を
会
場
全
体
で
合
唱
し
た
。

　

11
月
3
日
に
は
三
郷
公
民
館
講
堂
で

「
芸
能
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。「
三

郷
音
頭
保
存
会
」「
上
長
尾
獅
子
舞
保

　

午
後
は
、
歌

の
朗
読
、
親
子

の
ピ
ア
ノ
、「
明

科
音
頭
」や「
豊

科
調
安
曇
節
」

の
舞
踊
・
和
太

鼓
が
披
露
さ

れ
、
安
曇
野
ひ

ろ
し
さ
ん
に
よ

る
華
麗
な
る
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

で
締
め
く
く
ら

れ
た
。

　

こ
の
日
来
館

し
た
60
代
の
木

村
勝
馬
・
京
子

夫
妻
は
「
知
人
の
誘
い
で
前
橋
か
ら
明

科
ま
で
、
車
で
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら

一
般
道
を
走
っ
て
来
た
。
文
化
祭
の
展

示
作
品
は
ど
れ
も
洗
練
さ
れ
て
い
て
、

大
変
良
い
作
品
が
多
く
感
心
し
た
。
夫

婦
で
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
い
て
い

る
間
、
息
子
は
駐
車
場
で
運
転
休
憩
も

で
き
た
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
景
品
も

も
ら
え
て
何
よ
り
」
と
、
微
笑
み
な
が

ら
文
化
祭
で
の
ひ
と
と
き
を
語
っ
た
。

　

11
月
4
日
に
は
、
正
面
玄
関
に
消
防

車
が
展
示
さ
れ
、
親
子
連
れ
の
喜
ぶ
姿

が
見
ら
れ
た
。「
芸
能
発
表
会
」
は
、

明
北
小
学
校
と
明
南
小
学
校
の
金
管
バ

ン
ド
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
オ
カ
リ
ナ
、

よ
さ
こ
い
、
手
話
ダ
ン
ス
な
ど
の
演
目

が
次
々
と
披
露
さ
れ
、
市
消
防
団
音
楽

喇ら
っ
ぱ叭
隊
喇
叭
部
に
よ
る
ア
ル
ペ
ン
フ
ァ

ン
フ
ァ
ー
レ
で
閉
会
し
た
。
出
演
者
の

家
族
や
友
人
の
来
場
も
あ
り
、
に
ぎ
や

か
な
最
終
日
と
な
っ
た
。　
　
（
静
流
）

存
会
」「
三
郷
義
民
太
鼓
保
存
会
」
は
、

保
存
会
と
し
て
伝
統
芸
能
を
引
き
継

ぎ
、
成
果
を
披
露
し
た
。
ま
た
、
文
化

箏
し
ゃ
く
な
げ
会
、
和
楽
器
を
楽
し
む

会
の
琴
・
尺
八
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
同
好
会
、

歌
謡
の
日
本
ふ
る
さ
と
う
た
の
会
の
演

奏
は
、
聴
く
人
の
心
を
躍
ら
せ
た
。

　

さ
ら
に
、
三
郷
武
術
太
極
拳
同
好

会
の
演
舞
、
縁

側
処
だ
い
だ
い

「
ず
く
出
し
箱
」

の
リ
ズ
ム
体

操
、
三
郷
健
康

体
操
ク
ラ
ブ
の

市
歌
の
体
操
、

「
み
さ
と
男
女

共
生
社
会
づ
く

り
会
議
」
の
ペ

ー
プ
サ
ー
ト
劇

等
見
る
人
を
楽

し
ま
せ
た
。

　

公
民
館
講
座
か
ら
発
足
し
た
フ
ラ
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
2
団
体
、
社
交
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ
・
ス
イ
ン
グ
に
続
き
、
ジ
ュ
ニ

ア
ダ
ン
ス
お
ひ
さ
ま
隊
が
大
人
顔
負
け

の
社
交
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
。林
晴
会
、

し
の
ぶ
会
、
豊
扇
会
の
舞
踊
が
あ
り
、

小
学
生
の
小
扇
会
の
舞
踊
が
来
場
者
の

目
を
引
き
付
け
た
。　
　
　
（
東
山
路
）

明　

科

三　

郷
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堀
金
文
化
祭
が
、
10
月
26
日
か
ら
11

月
4
日
ま
で
、
堀
金
総
合
体
育
館
を
主

会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

10
月
26
日
か
ら
28

日
の
3
日
間
は
「
作

品
展
示
」が
行
わ
れ
、

各
地
区
公
民
館
の
手

芸
講
習
会
作
品
、小
・

中
学
校
や
こ
ど
も
園

の
作
品
、
堀
金
地
域

の
個
人
や
団
体
の
作

品
な
ど
数
多
く
並
ん

だ
。

　

10
月
27
日
の
午
前
中
に
開
催
さ
れ
た

「
ま
ど
い
の
広
場
」
で
は
、
堀
金
小
学

校
金
管
バ
ン
ド
部
、
堀
金
中
学
校
吹
奏

楽
部
、
堀
金
中
学
校
常
念
太
鼓
ク
ラ
ブ

「
赤
鬼
塾
」
が
出
演
し
、
真
剣
に
取
り

組
む
姿
が
あ
り
、
演
奏
者
と
多
く
の
観

客
が
一
体
と
な
り
会
場
が
盛
り
上
が
っ

た
。

　

10
月
27
日
の
午
後
に
は
「
芸
能
祭
」

が
行
わ
れ
た
。
コ
ー
ラ
ス
・
詩
吟
・
民

謡
・
太
極
拳
・

舞
踊
・
フ
ラ
ダ

ン
ス
・
太
鼓
・

楽
器
演
奏
・
ダ

ン
ス
・
合
唱
・

文
化
箏
・
大
正

琴
・
ペ
ー
プ
サ

ー
ト
劇
と
各
部

門
で
常
日
頃
の

練
習
の
成
果
を

思
う
存
分
に
発

　

明
科
公
民
館
講
堂
で
、
11
月
30
日
プ

レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
３
回
目
を
迎
え

る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
～
箏
と
尺

八　

幽
玄
へ
の
誘
い
～
と
題
し
て
、
箏

を
生
田
流
正
派
大
師
範
の
有
賀
雅
栄

さ
ん
・
小
澤
雅
美

穂
さ
ん
、
尺
八
は

琴
古
流
尺
八　

竹

友
社
師
範
の
原
靖

堂
さ
ん
が
出
演
し

た
。
３
人
は
共
に

高
校
時
代
の
同
窓

生
と
い
う
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
入
り
、

息
の
合
っ
た
音
色

で
「
楓
の
花
」「
光

の
し
づ
く
」「
ポ

揮
し
、
多
く
の
観
客
の
方
々
に
感
動
を

与
え
た
。
今
年
は
、
実
行
委
員
の
要
望

か
ら
、
休
憩
時
間
に
堀
金
村
時
代
の
踊

り
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
「
堀
金
音
頭
」

を
踊
る
一
コ
マ
も
あ
っ
た
。

　

10
月
28
日
に
は
「
常
念
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
、
常
念
ド
ー
ム
と
隣
接
の
堀

金
中
央
公
園
で
行
わ
れ
た
。
出
展
体
験

エ
リ
ア
で
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

ク
ラ
フ
ト
製
品
の
制
作
・
販
売
、
南
安

曇
農
業
高
校
生
徒
に
よ
る
動
物
の
触
れ

合
い
広
場
、
農
産
物
販
売
な
ど
50
店
舗

ほ
ど
が
参
加
し
た
。
読
み
聞
か
せ
と
紙

芝
居
や
「
子
ど
も
食
堂
」
で
子
供
の
居

場
所
の
設
定
、
堀
金
公
民
館
の
「
男
の

酒つ
ま
み肴
講
座
」
に
よ
る
「
そ
ば
粉
の
ク
レ

ー
プ
」
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
実
施

さ
れ
た
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
広
場
で

は
、
空
手
道
の

演
武
、
津
軽
三

味
線
・
ス
コ
ッ

プ
三
味
線
・
音

楽
団
や
マ
リ
ン

バ
の
演
奏
、
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の
出
演
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

仮
装
行
列
に
は
8
組
75
人
の
参
加
が
あ

り
、
最
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
！
常
念
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
」
で

は
、
参
加
者
の
多
く
が
参
加
し
て
「
お

玉
の
ピ
ン
ポ
ン
リ
レ
ー
」
を
行
い
一
丸

と
な
り
盛
り
上
が
っ
た
。

　

11
月
4
日
に
開
催
さ
れ
た
「
堀
金
一

周
駅
伝
」
で
は
、
全
9
地
区
を
襷た

す
き

リ
レ

ー
す
る
地
区
公
民
館
対
抗
で
、
5
人
が

区
間
賞
の
倉
田
が
優
勝
、
2
位
が
田
多

井
、3
位
が
中
堀
で
あ
っ
た
。（
東
山
路
）

ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
メ

ド
レ
ー
」
な
ど
が
演

奏
さ
れ
た
。

　

来
場
者
約
60
人

は
、
古
風
な
音
の
響

き
に
耳
を
傾
け
、
休

憩
時
間
に
は
用
意
さ

れ
た
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー

キ
と
お
茶
で
歓
談
に

花
を
咲
か
せ
、
師
走

目
前
の
午
後
の
ひ
と

と
き
を
感
慨
深
そ
う

に
味
わ
っ
て
い
た
。

　

明
科
公
民
館
で
の
催
し
物
を
毎
回

楽
し
み
に
来
て
い
る
と
い
う
70
代
女
性

は
「
今
年
は
、
明
科
公
民
館
で
た
く
さ

ん
楽
し
む
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
い
つ

も
良
い
企
画
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
い
っ

ぱ
い
で
、
会
場
を
後
に
し
た
。（
静
流
）

　

平
和
の
掛
け
声
も
世
界
の

き
な
臭
い
動
き
に
か
き
消
さ

れ
て
き
た
が
、
し
ば
ら
く
小

康
状
態
を
保
っ
て
い
る
よ
う
な
気
配
が

伺
え
る
◆
そ
ん
な
さ
な
か
、
毎
日
訓
練

な
の
か
夜
空
に
複
数
の
航
空
機
の
光
が

点
滅
し
、
夜
間
飛
行
の
音
が
い
っ
と
き

星
座
探
索
の
ロ
マ
ン
を
阻
む
◆
初
老
の

爺じ
い

が
、
寒
空
に
冬
の
星
座
を
見
上
げ
て

い
る
絵
面
の
方
が
危
う
さ
が
あ
る
昨
今

か
も
し
れ
な
い
◆
市
松
模
様
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
印
刷
し
た

自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
売
り

出
さ
れ
て
い
る
◆
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と

言
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、
い
っ
と

き
の
愛
国
心
で
普
段
は
見
知
ら
ぬ
ス
ポ

ー
ツ
に
世
間
並
み
の
声
援
を
送
る
◆
ル

ー
ル
を
知
ら
な
い
競
技
そ
の
も
の
よ
り

自
国
選
手
の
活
躍
に
一
喜
一
憂
し
て
ミ

ー
ハ
ー
を
楽
し
む
◆
競
技
場
で
の
観
戦

が
本
物
で
報
道
媒
体
の
視
聴
は
疑
似
体

験
か
な
ど
と
論
じ
る
こ
と
も
な
い
が
、

イ
ベ
ン
ト
は
報
道
そ
の
も
の
に
主
眼
が

置
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
◆
い
っ
と
き
の

出
来
事
は
、
ひ
と
た
び
過
ぎ
去
れ
ば
記

憶
の
中
で
色
あ
せ
て
い
く
も
の
だ
が
、

今
の
世
の
こ
と
は
刹
那
の
も
の
が
た
り

で
片
付
け
た
く
は
な
い
も
の
だ
。

（
Ｔ
・
Ｙ
）

プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
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